
「みんなでつくろう 笑顔いっぱいの 永原小学校」

～ 平和な世界に ～こわいをしって へいわがわかった
校 長 髙 岡 和 也

右の文章は，沖縄平和祈念資料館にある展示のむ
すびの言葉です。沖縄平和祈念資料館を訪れた時に
展示されている，多くのなまなましい資料や映像に
触れ，戦争の残忍さ，凄惨さに心が苦しくなったこ
とを覚えています。
展示を見終えて，資料館の展望台から見た海は青

く澄み渡り，何も知らなければ，この海から「鉄の
暴風」と呼ばれる凄まじい攻撃があったとは，想像
できないほど平和で穏やかなものでした。
終戦77年目，ウクライナ侵攻の始まった今年，南

日本新聞に8月10日から「わたしの8・15 ウクライナ
侵攻に思う」という記事が連載されました。漫画家
のちばてつやさんや沖縄戦を生き抜いた英文学者の
瀬名波栄喜さん，俳優の毒蝮三太夫さんら77年前の
「あの時代」を知る人たちに，平和への思いを聞い

。「 」 ，た記事でした 死 と対峙した皆さんの記事からは
展示のむすびの言葉にある 『戦争を起こすのはたし，
かに人間です。しかし それ以上に 戦争を許さない
努力のできるのも 私たち人ではないでしょうか 』。
という言葉に通じるものを感じました。

姶良市在住の坂上
多計二さん（97才）
もご自身の戦争体験
から反戦を訴え続け
ていらっしゃる方で
す。坂上さんが昨年
オンラインで東京の
高校生に「平和な社会」をどう築いていくかを考える特別授業を行れ
た際に，生徒から『武力でないと解決できない問題もあるのではなか』
と質問されたそうです。その質問に対して坂上さんは 『教育で解決で，
きる』と応じられたそうです。
私たちは，77年前の「あの時代」を実際には体験はしていませんが，

「教育の力」で平和をしっかりと子供たちに伝えなければと思います。
最後に，今年の沖縄全戦没者追悼式で朗読された詩を紹介します。【美ら海と平和の 礎 】

ちゆ いしじ

沖縄戦の実相にふれるたびに
戦争というものは
これほど残忍で
これほど汚辱にまみれたものはない
と思うのです。

このなまなましい体験の前では
いかなる人でも
戦争を肯定し美化することはできないはずです。

戦争を起こすのはたしかに人間です。
しかし それ以上に
戦争を許さない努力のできるのも
私たち人なのではないでしょうか。

戦後このかた 私たちは
あらゆる戦争を憎み
平和な島を建設せねばと思いつづけてきました。

これが
あまりにも大きすぎた代償を払って得た
ゆずることのできない
私たちの信条なのです。

「沖縄平和祈念資料館展示のむすびの言葉」
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令和４年8月１9日発行

児童数25名(特認生６名)

Ｐ戸数19戸



本校のスローガンは 「みんなでつくろう 笑顔い，

っぱいの永原小学校」です。子どもたちの笑顔があ

ふれる学校を目ざしています。

そのために，本校では，いじめ問題を考える週間

での取組や定期的なアンケート調査，年３回の教育

相談の実施等で，いじめ・不登校の未然防止や早期

発見に努めています。１学期の各種の調査の結果，

本校のいじめ認知件数は「０件」でした。ほっと安

心しますが，もしかしたらとアンテナを張ることも

大事です。子ども一人一人の小さなサインを見逃さ

ずに対応できるよう，子どもたちの様子で気になる

ことがありましたら，些細なことでも構いませんの

で，御連絡をいただけたらと思います。いじめ・不

登校「０」の永原小学校を目ざしましょう。

いじめ・不登校「０」を目ざして
３年生が理科の学習で学級園

に野菜を植えました。毎日草取

りをして，愛情をこめて丹念に

育てていくと，ナス，トウモロ

コシ，枝豆，ピーマン…おいし

そうな大きな野菜が，毎日，毎

日休むことなくたくさん実って

くれました。地域の方々に植え

ていただいた職員室前のゴーヤ

も毎日収穫できます。

トウモロコシは，学校で調理をしてみんなで食

べ，残った野菜を喜んで持って帰った子どももい

ました。自分たちで育てた野菜ということで，き

っとおいしく食べてくれたことでしょう。

野 菜 大 豊 作

姶良市水泳記録会が行われま

した。新型コロナウイルスの影

響のため，６年生のみの出場で

した。授業や夏休みのプール開

放で練習に励み，本番に臨みま

した。大勢の前で緊張する中で

も一生懸命泳ぎ，二人とも自己記録を大幅に更新す

ることができました。本当によくがんばりました。

７月２０日～２９日の８日間，プール開放が行わ

れました。子どもたちの楽しみはもちろん，運動の

場の確保や泳力向上のために，監視への御協力本当

にありがとうございました。御協力のおかげで，今

年もけがや事故なく開放することができました。ま

た，プール開放にあたり，保護者の皆様にプール掃

除もしていただきありがとうございました。

水泳記録会がんばりました

プール開放への御協力ありがとうございました

「永原夏祭り」が，永原校

区コミュニティ，若衆会（わ

けし）の主催により行われま

した。

今年もかき氷や焼きそば，

トルネードポテトやめだかす

くいなど，たくさんのお店や

無限列車，アクアチューブな

どの楽しいイベントに加え，

ステージにも多くのゲストの

方々が登場し，会場は大いに

盛り上がりました。最後は，恒例の花火が２万発

打ち上げられ，子どもたちにとっても，とても思

い出に残る夏のイベントとなりました。

永原校区の皆様のおかげで，永原小学校・永原

小校区のアピールの場にもなりました。準備や運

営にあたってくださった皆様，本当にありがとう

ございました。

大 盛 況 永 原 夏 祭 り

【９月の行事予定】
（ ） （ ）９月 １日 木 ２学期始業式 給食後下校

５日（月） いじめ問題を考える週間
（ ）～１０日

１３日（火） ３のつく日のあいさつ運動
１４日（水） 運動会予行
１５日（木） 運動会会場準備
１８日（日） 第７６回秋季運動会
１９日（月） （祝）敬老の日
２０日（火） 振替休日（運動会）
２３日（金） （祝）秋分の日
２６日（月） 教育相談（児童）週間

（ ）～３０日
３０日（金） 中間服準備期間

（～１０月８日）

日 時 ８月２８日（日）

荒天の場合９月４日（日）に延期

※ 延期は午前６時に判断

時 間 午前７時から午前８時３０分

内 容 学校敷地の除草，草払い

新型コロナウイルス対策のため，マスク着用

を原則としますが，水筒等の準備されるなど，熱

中症には十分気を付けてください。

ＰＴＡ愛校作業よろしくお願いします


